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　12 月下旬、本町の薄井漁港では、正月に欠か
せないブリの出荷で連日大忙しとなりました。
　日本有数のブリ出荷量を誇る東町漁協は、正月
用養殖ブリの「鰤

ぶりおう

王」約 20万匹を、全国に出荷
しました。

正月用の出世魚が食卓へ

謹賀新年



夢
と
活
力
が
あ
り

住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
の
ま
ち

長
島
町
長

川
添　

健

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
長
島
町
行
政
推
進
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
３
月
に
発
生
し
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
今
な
お
多
く
の
か
た
が

た
が
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、「
海

抜
10
ｍ
看
板
」
の
設
置
な
ど
、
津

波
に
対
す
る
対
策
も
始
め
ま
し

た
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
危
機
意

識
を
持
ち
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
な
ど
で
、
危
機
に
対
応
で
き

る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
島
町
に
お
い
て
は
、
合
併
５

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
県
の
事
業
「
花
か
ご

し
ま
２
０
１
１
」
の
協
賛
会
場

に
も
な
っ
て
お
り
、
期
間
中
の

来
場
者
数
は
16
万
５
千
人
を
数

え
、
関
連
事
業
費
も
含
め
、
約

３
億
４
１
０
０
万
円
も
の
経
済
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

花
街
道
「
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
」
の
推
進
な
ど
、
町
全
体

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
町
内
外
か
ら
大
変
な
好

評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
「
第
２
回
夢
追
い
長

島
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
３
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
開
催
す
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
長

島
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
14
回

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」
を
開
催

し
、
10
万
人
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
技
と
力
が

結
集
し
た
１
２
３
点
の
作
品
は
、

来
場
者
に
夢
と
感
動
、
長
島
町
の

絆
と
活
力
を
伝
え
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
回
目
と
な
る
「
長

島
お
魚
ま
つ
り
」
も
過
去
最
高
の

１
万
８
０
０
０
人
も
の
来
場
者
を

迎
え
、
大
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
長
島
町
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
造
形
美
術
展
」
と

「
お
魚
ま
つ
り
」
は
、
全
国
に
誇

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ

り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
長
島
町
を
訪
れ
、
交
流
人
口
が

増
加
し
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
観
光
は
も

と
よ
り
、
農
業
、
漁
業
な
ど
産
業

の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
、
か
な
り
の
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
合
併
後
７
年
目
を
迎

え
、
合
併
に
よ
る
効
果
を
さ
ら
に

生
み
出
し
て
い
く
た
め
に
も
、
課

題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
役

場
庁
舎
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
長
島
町
町
有
施
設
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の

基
本
的
な
考
え
か
た
、
方
向
性
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
末
を
め
ど

に
答
申
を
い
た
だ
き
、
長
島
町
に

ふ
さ
わ
し
い
町
有
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
を
示
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

長
島
町
総
合
振
興
計
画
「
フ
ル
・

デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
」
の
後
期
計
画

を
検
討
中
で
あ
り
、
今
年
度
中
に

策
定
し
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
農
業
、
漁
業
を
中

心
に
、
製
造
業
・
観
光
な
ど
第
二

次
産
業
、
第
三
次
産
業
が
一
体
と

な
っ
た
第
六
次
産
業
の
育
成
を
推

進
し
、
重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
り

ま
す
道
路
整
備
は
、
県
道
の
町
内

一
周
二
車
線
化
を
は
じ
め
、
漁

港
、
港
湾
、
耕
地
な
ど
の
社
会
資

本
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
獅
子
島
架
橋

や
三
県
架
橋
は
、
夢
か
ら
実
現
へ

向
け
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
着
実
に
要
望
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ

て
の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
福
祉
事
務
所
を
中
核
に
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
、

き
め
細
や
か
な
福
祉
行
政
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
夢
と
活
力
が
あ
り
、

住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

あ
た
り
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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節
目
を
超
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

長
島
町
議
会
議
長

濵
上　

實
則

　

謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

わ
が
国
に
と
っ
て
昨
年
の
最
大

の
出
来
事
は
、
何
と
言
っ
て
も
３

月
11
日
に
発
生
し
た
悲
惨
な
東
日

本
大
震
災
で
し
た
。
地
震
と
津
波

に
よ
り
多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
経
済
の
面
に
お
い
て
は
、

生
産
設
備
の
損
壊
、
電
力
の
不
足

な
ど
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
突
然

大
き
な
下
押
し
圧
力
に
直
面
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
供
給
面
の
障
害

は
、
多
く
の
企
業
の
努
力
と
工
夫

に
よ
り
、
予
想
以
上
の
速
さ
で
解

消
し
て
き
ま
し
た
が
、
欧
州
の
債

務
危
機
が
日
本
経
済
に
新
た
な
問

針生公園から見渡す薄井漁港周辺

会
」
を
設
置
し
、
議
会
自
ら
が
職

務
、
活
動
、
定
数
、
報
酬
な
ど
の

研
究
を
進
め
、
議
会
の
あ
り
方
や

活
性
化
方
策
等
に
つ
い
て
幅
広
い

調
査
・
協
議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

長
島
町
は
、
合
併
５
周
年
の
節

目
を
超
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と

歩
み
始
め
ま
し
た
。
議
会
に
と
り

ま
し
て
も
新
た
な
町
づ
く
り
に
向

け
た
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
、
全
議
員
が
も
う
一
度
初
心
に

立
ち
帰
り
、
議
会
と
し
て
の
果
た

す
役
割
・
責
任
を
十
分
認
識
し
て

魅
力
あ
る
『
長
島
』
づ
く
り
を
目

指
し
、
さ
ら
に
は
町
民
意
識
の
一

体
感
の
醸
成
に
向
け
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
、
町
議
会
に
対

し
昨
年
に
も
増
し
て
温
か
い
ご
指

題
を
突
き
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
震
災
が
わ
が
国
へ
与
え

た
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
復
興
に

向
け
て
の
道
の
り
は
長
く
、
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
日
も
早
く
活
気

あ
ふ
れ
る
日
本
の
姿
を
取
り
戻
す

こ
と
が
、
私
た
ち
日
本
人
に
与
え

ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
、
長
島
町
で
は
行
財
政
の
無
駄

を
省
き
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
す
「
行
政
改
革
大
綱
」、

ま
た
新
た
な
時
代
に
お
け
る
活
力

あ
る
長
島
町
の
実
現
を
目
指
し

た
「
総
合
振
興
計
画
」
の
策
定
が

進
行
中
で
す
。
議
会
も
こ
れ
と
歩

調
を
合
わ
せ
、
平
成
23
年
第
４
回

定
例
会
で
15
人
の
委
員
で
構
成
す

る
「
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
23
年
度
長
島
フ
ェ
ス
タ

終
日
賑
わ
う
長
島
の
休
日

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産
業
・
福
祉
・

健
康
祭
り
）
が
12
月
４
日
、
長
島

町
総
合
町
民
体
育
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で「
和

太
鼓
集
団
和
楽
」
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
、
迫
力
あ
る
音
色
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
館
内
で
は
、
歯
の
表

彰
式
や
農
産
物
品
評
会
に
出
品
さ

れ
た
特
産
品
の
展
示
、「
ア
ル
コ

ー
ル
の
害
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
の

ほ
か
、
ほ
っ
と
こ
こ
ろ
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
や
食
生
活
改
善
推
進
員
の

料
理
教
室
、
血
圧
測
定
・
健
康
相

談
な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
駐
車
場
で
は
、
新
鮮
な

野
菜
や
魚
介
類
な
ど
の
出
店
が
軒

を
連
ね
、
も
ち
つ
き
大
会
や
木
の

家
の
棟
上
げ
・
も
ち
な
げ
、
ぼ
か

し
肥
料
づ
く
り
講
習
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と

か
ら
朝
か
ら
大
勢
の
親
子
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
約
５
㌔

の
ブ
リ
が
当
た
る
お
魚
大
抽
選
会

で
は
大
勢
の
客
が
な
ら
び
、
ブ
リ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ヒ
オ
ウ
ギ
貝

や
ウ
ニ
な
ど
特
産
品
を
大
喜
び
で

手
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト

や
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
当
た

る
た
び
に
、
会
場
は
歓
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

歯の表彰で６歳児むし歯
ゼロ達成者の邑山僚太くん

食生活改善推進員コーナー
での飾り切り体験

体育館内で行われた農産物品評会

長島町ファーマーズクラブ
によるもちつき大会

長島の特産品を販売する
たくさんの出店

先着 150 人限定のお魚大抽選会

大勢の観客らが集まった木の家の棟上げともちなげ
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ドクターヘリ
鹿児島市内から 18 分

鹿児島県ドクターヘリ運行開始前「実地訓練」

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
は
12
月

7
日
、
東
・
長
島
分
遣
所
全
職
員

26
人
を
対
象
と
し
た
、
鹿
児
島
県

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
開
始
前
実
地

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
鹿
児
島
県
が
12

月
1
日
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

行
を
開
始
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今

後
、
実
際
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

要
請
か
ら
患
者
搬
送
ま
で
の
想
定

と
、
関
係
者
間
の
相
互
連
携
を
確

認
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

今
回
、
鹿
児
島
県
が
導
入
し
た

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
イ
タ
リ
ア
の

ア
グ
ス
タ
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
社
製

の
日
本
で
は
２
機
目
で
、
安
全
性

が
高
く
、
視
界
が
悪
い
日
で
も
運

行
が
可
能
。
国
内
で
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
し
て
は
初
の
導
入
と
な
り
ま

し
た
。

　

訓
練
当
日
は
、
午
前
10
時
に
阿

久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所
か

ら
、
鹿
児
島
市
立
病
院
内
に
設
置

さ
れ
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
管

理
室
に
出
動
要
請
が
か
か
り
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
昼
間
は
鹿

児
島
市
浜
町
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
、

夜
間
は
鹿
児
島
空
港
に
常
時
待
機

し
、
同
日
は
浜
町
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か

ら
離
陸
後
18
分
で
鷹
巣
運
動
場
に

着
陸
し
ま
し
た
。

　

到
着
後
待
機
し
て
い
た
救
急
車

内
の
患
者
に
は
、
鹿
児
島
市
立
病

院
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
ド
ク

タ
ー
と
看
護
師
が
迅
速
な
行
動
で

乗
車
し
、
救
命
措
置
を
開
始
。
そ

の
後
、
一
連
の
動
作
を
確
認
し
な

が
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
患
者
を
搬

入
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
1
時
間
の
訓
練
は
本
番
さ
な

が
ら
行
わ
れ
、
分
遣
所
職
員
ら
は

ド
ク
タ
ー
か
ら
の
指
示
の
も
と
真

剣
な
表
情
で
訓
練
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
東
分
遣
所
の
杉

原
修
消
防
士
は
「
ド
ク
タ
ー
が
直

接
措
置
す
る
の
で
救
命
率
の
向
上

が
期
待
で
き
、
今
回
の
想
定
訓
練

を
も
と
に
一
人
で
も
多
く
の
人
命

が
助
か
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

今
後
町
内
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
要
請
が
あ
っ
た
際
の
臨
時
離
発

着
場
は
鷹
巣
運
動
場
、
本
浦
小
学

校
、
三
船
漁
港
、
川
床
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
動
場
、
城
川
内
運
動
場
、

小
浜
港
、
浜
漉
広
場
、
片
側
港
、

幣
串
漁
港
、
御
所
ノ
浦
港
の
10
カ

所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

②

③

④

①鷹巣運動場に着陸するドクターヘリ
②搬送された救急車内で救急救命センターの
ドクターが救命措置
③東・長島分遣所職員によるドクターヘリへ
の搬送訓練
④ドクターから指示を受け患者をドクターヘ
リへ搬入

5 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
１
億
６
５
８
５
万
４
千
円
追

加
、
総
額
１
１
０
億
３
６
６
０
万

１
千
円
）
案
な
ど
8
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
で
議
員
活
性

化
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
委
員
長
に
池
田
廣
議
員
が
選

ば
れ
た
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
に

浦
底
和
男
氏
（
浦
底
集
落
）
を
推

薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
４
回

　

議
会
定
例
会

町
道
改
良
工
事
な
ど

１
億
６
５
８
５
万
４
千
円
を
追
加

　

12
月
９
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平

成
23
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
開
か
れ
、
一
般
会
計
で

は
、
県
営
漁
港
整
備
事
業
負
担
金

や
町
道
改
良
工
事
、
障
害
者
の
自

立
支
援
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、

総務課

だんだん市場駐車場防犯カメラ設置 2,100

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）購入 300

企画財政課

風力発電施設の修繕費 1,386

地上デジタルテレビ共同アンテナの新設（平尾地区） 9,408

保健衛生課

小規模特別養護老人ホームの進入道路拡張工事費など 25,533

町民福祉課

障害者の自立支援費 12,008

水産商工課

県営事業負担金（漁港整備事業） 56,900

北さつま漁協長島支所の事務所移転補助金 1,950

消費者行政啓発用のパンフレット作成費 768

温泉センター椿の湯の補修費 460

農林課

認定農業者経営規模拡大推進事業の補助金 1,366

五郎地平線林道開設工事費 3,960

耕地課

県営事業負担金（中山間事業・農道保全対策など） 14,867

建設課

県営事業負担金（長島宮之浦港線・平尾川床線） 9,077

平尾・浜漉線道路改良工事費 20,002

萩之牟礼・茅屋線道路改良工事費 21,989

公営住宅建設予定地の地盤改良工事費 3,500

水道課

浄化槽設置の補助金 2,632

農業集落排水施設の補修費 9,000

　　主　な　事　業

（単位：千円）

　

こ
の
ほ
か
、
諸
浦
埠ふ
と
う頭

可
動
橋

使
用
料
の
軽
減
を
求
め
る
請
願
が

採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
郵
政
改
革
法

案
の
早
期
成
立
を
求
め
る
陳
情
が

採
択
さ
れ
、
意
見
書
提
出
を
決
め

ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
を
各
課
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。
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叙
勲
旭
日
単
光
章
を
受
章

平
尾
中
南
の
（
故
）
脇
田
太
一
郎
さ
ん

↑川添健町長から息子さんの
　脇田増光さんに伝達

　

12
月
５
日
、（
故
）
脇
田
太
一
郎
さ
ん
（
平
尾
中
南
集
落
）
に
、

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
賛

え
、
叙
勲
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
、
川
添
健
町
長
か
ら
息
子
の
増

光
さ
ん
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
62
年
４
月
か
ら
平
成
11
年
４
月
ま
で
の
12
年
間

に
わ
た
り
長
島
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
同
議
会
副
議
長
、
同
議
会
総
務
企
画
教
民
常
任
委
員
会
委
員

長
、
同
議
会
建
設
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
常
に
高
邁
な
政

治
信
念
の
も
と
に
活
動
を
続
け
、
長
島
町
の
産
業
振
興
、
文
化
、

福
祉
の
向
上
な
ど
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
56
年
7
月
か
ら
昭
和
59
年
6
月
、
昭
和
62
年
7
月

か
ら
平
成
元
年
５
月
ま
で
に
わ
た
り
長
島
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
、
遊
休
農
地
の
賃
貸
借
を
積
極
的
に
進
め
、
農
家
の
経
営
規

模
拡
大
と
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

３県架橋の実現に向けて
島原・天草・長島架橋構想
九州西海岸軸構想推進講演会

　

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
と
九

州
西
海
岸
軸
構
想
の
推
進
講
演
会

が
12
月
10
日
、
出
水
市
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
島
原
・
天
草
・
長
島

架
橋
建
設
促
進
協
議
会
な
ど
の
主

催
で
、
こ
の
日
は
鹿
児
島
、
長
崎
、

熊
本
３
県
の
行
政
、
経
済
関
係
者

ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
構
想

の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

ま
し
た
。

　

同
会
会
長
の
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児

島
県
知
事
は
「
構
想
が
実
現
す
る

と
約
３
時
間
半
で
長
崎
と
鹿
児
島

が
結
ば
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
で

代
替
道
路
の
必
要
性
が
再
認
識
さ

れ
た
と
お
り
、
構
想
実
現
は
緊

急
・
安
心
・
安
全
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
会
場
で

は
４
４
２
点
の
応
募
が
あ
っ
た
架

橋
構
想
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
の
展
示
と
表
彰
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
の
部
の
最
優

秀
と
し
て
、
本
町
立
平
尾
中
学
校

２
年
生
の
高
目
真
保
莉
さ
ん
と
、

汐
見
小
学
校
２
年
生
の
小
屋
楓
芽

さ
ん
に
、
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児
島
県

知
事
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

↑ 架 橋 実 現 に 向 け て 訴 え
　 る 協 議 会 会 長 の 伊 藤 祐
　一郎鹿児島県知事↑小学生の部で表彰を受けた

　小屋楓芽さん

中学生の部で表彰を受けた
高目真保莉さん↓

7 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

まちの家計簿を公表します

◇歳入 （単位：千円）
平成 22 年度決算額 平成 21 年度決算額 対前年度増減額

町税 866,982 891,720 △ 24,738
繰越金 533,701 520,029 13,672
分担金及び負担金 174,612 180,915 △ 6,303
その他自主財源 283,482 351,236 △ 67,754
地方交付税 5,070,153 4,622,982 447,171
国庫支出金 1,293,082 2,333,295 △ 1,040,213
県支出金 922,395 794,075 128,320
町債 1,516,800 1,710,300 △ 193,500
その他依存財源 198,793 197,506 1,287

計 10,860,000 11,602,058 △ 742,058

■歳出（性質別） （単位：千円）
平成 22 年度決算額 平成 21 年度決算額 対前年度増減額

義務的経費 4,412,656 4,214,452 198,204
人件費 1,460,929 1,549,475 △ 88,546
公債費 1,627,057 1,567,391 59,666
扶助費 1,324,670 1,097,586 227,084

投資的経費 2,047,733 3,159,271 △ 1,111,538
普通建設事業費 2,014,607 3,157,180 △ 1,142,573
災害復旧事業費 33,126 2,091 31,035

その他の経費 3,624,506 3,694,634 △ 70,128
物件費 1,201,537 1,373,287 △ 171,750
維持補修費 50,709 40,516 10,193
補助費 729,368 731,757 △ 2,389
積立金 926,671 807,854 118,817
投資及び出資金 1,800 2,000 △ 200
繰出金 714,421 739,220 △ 24,799

計 10,084,895 11,068,357 △ 983,462
■人件費…職員の給料等、 議員や委員等報酬として支出されるお金です。
■公債費…町の借金を返すためのお金です。
■扶助費…福 祉 医 療 費、 障 害 者 施 設 入 所 支 援 費 等 と し て 支 出 さ れ る お 金
です。
■普通建設事業費…道 路 や 橋 り ょ う、 港 湾、 学 校、 庁 舎 な ど の 建 設 事 業
に使われたお金です。
■災害復旧事業費…災 害 に よ っ て 被 害 を 受 け た 道 路 や 畑 な ど を 復 旧 す る
ために使われたお金です。
■物件費…消 費 的 な お 金 で す。 町 の 事 務 を 行 う の に 必 要 な お 金 や 公 共 施
設の光熱水費等のお金です。
■維持補修費…公共施設の軽微な補修に使われたお金です。
■補助費…各種団体等に支出される負担金、補助金、交付金等のお金です。
■積立金…基金 （町の貯金） へ積み立てたお金です。
■投資及び出資金…財 産 を 有 利 に 運 用 す る た め の 国 債 な ど の 取 得 や、 公
益上の必要性による会社の株式の取得などに要する経費です。
■繰出金…簡易水道会計などの特別会計や基金のへ支出したお金です。

歳入

自主財源
　

　
　

　
　

　
　

　

　　依　存　財　源

108 億
6000 万円

町税

歳出
（性質別）

       義　

務
　

的
　

経
　

費

　
 　  投資的経費　

　
　

 そ
の

他
経

費

100 億
8489 万
５千円

◇町税…町民の皆様が納める税金です。 町民税、固定資産税、軽自動車税、
町たばこ税があります。
◇その他自主財源…財 産 収 入、 使 用 料、 寄 附 金、 手 数 料 な ど、 町 税 と 同
様に町が自主的に収入できるお金です。
◇地方交付税…国 か ら 交 付 さ れ る お 金 で す。 町 の 財 政 力 に 応 じ 交 付 さ れ
ます。
◇国庫支出金・県支出金…国・県から使途を特定され交付されるお金です。
◇町債…町 が 大 き な 事 業 を 行 う 時 な ど に 国 や 金 融 機 関 等 か ら 長 期 的 に 借
り入れるお金です。
◇その他依存財源…地方消費税交付金、地方譲与税、地方特例交付金など、
国を経由する財源で使途は制限されないお金です。

その他依存財源内訳（単位：千円）
地方譲与税 75,515
利子割交付金 2,550
配当割交付金 339

株式等譲渡所得割交付金 365
地方消費税交付金 86,806

軽油・自動車取得税交付金 11,043
地方特例交付金 20,372

交通安全対策特別交付金 1,803

その他自主財源内訳（単位：千円）
使用料 40,619
手数料 10,887
財産収入 64,794
寄附金 3,200
繰入金 35,093
諸収入 128,889

普通会計決算の概要
　平成 22 年度の決算収支の状況は、歳入総額 108 億 6000 万円、
歳 出 総 額 100 億 8489 万 ５ 千 円、 歳 入 歳 出 差 引 は ７ 億 7510 万 ５
千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の 1 億 8622 万４千円を
控除すると、実質収支は５億 8888 万１千円となりました。
　 こ の 結 果 の 報 告 を 通 じ、 町 財 政 の 実 情 に つ い て ご 理 解 い た だ
き、今後の町政運営により一層のご協力をお願いします。

8億6698万2千円
8.0％

繰越金
5億3370万1千円

4.9％

分担金及び負担金
1億7461万2千円

1.6％

その他
自主財源
2億8348万2千円

2.6％

地方交付税
50億7015万3千円

46.7％

国庫支出金
12億9308万2千円
11.9％

県支出金
9億2239万5千円
8.5％

町債
15億1680万
14.0％

その他依存財源
1億9879万3千円

1.8％

人件費
14億6092万9千円
14.5％

公債費
16億2705万7千円

16.1％

扶助費
13億2467万
13.1％

普通建設事業費
20億1460万7千円

20.0％災害復旧事業費
3312万6千円
0.3％

操出金
7億1442万1千円
7.1％

投資及び出資金
1800万円
0.02％

積立金
9億2667万1千円

9.2％

補助費
7億2936万8千円

7.2％

物件費
12億153万7千円

17.9％

維持補修費
5070万9千円
0.5％

平成 22 年度決算報告
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土木費 民生費 総務費
歳出決算額 136,221 円 193,434 円 150,751 円

歳出決算に占める割合 15.0% 21.3% 16.6%
対前年度との増減額 △ 42,307 円 29,193 円 17,834 円

主な事業

公債費 農林水産業費 教育費
歳出決算額 146,211 円 102,620 円 57,213 円

歳出決算に占める割合 16.1% 11.3% 6.3%
対前年度との増減額 15,136 円 △ 16,415 円 △ 11,423 円

主な事業

衛生費 商工費 その他の経費
歳出決算額 55,397 円 8,173 円 58,121 円

歳出決算に占める割合 6.1% 0.9% 6.4%
対前年度との増減額 1,061 円 △ 22,388 円 11,847 円

主な事業

平成 22 年度普通会計決算の町民一人当たりの決算額と主な事業
町民一人当たりに使ったお金は 90 万 8140 円で、主にこのような事業に使われました。

（金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成 22 年度国勢調査人口 1 万 1105 人で除したものです。）

道路、 港湾、 公園の整備などに
・ぐるっとフラワーロード事業
・町道の維持管理や新設改良
・港湾の管理および改良事業
・公営住宅の建設、 維持管理等
・砂防事業や急傾斜崩壊対策事業

消防、 雇用対策、 議会運営、 災害
現場の復旧作業などに

・常備消防の運営 （分遣所）
・非常備消防の運営 （消防団）
・耐震貯水槽の整備
・農地災害復旧事業

高齢者、 障がい者、 児童の福祉推
進などに

・障がい者への生活支援事業
・高齢者への生活支援事業
・児童手当の支給
・保育所運営補助
・生活保護の支給

総務管理費、 財産管理費、 地域振
興、 税務事務などに

・土地、 建物の財産管理
・税の賦課、 徴収
・防災行政無線の管理
・電算システムの運営費
・巡回バス運営費
・基金積立

これまでの施設整備等で借りたお
金の返済に

農業、 林業、 水産業、 畜産業の振
興などに

・農業振興事業
・基盤整備事業
・赤潮被害への緊急対策事業
・漁港の管理および改良事業
・有害鳥獣捕獲事業
・林道の整備
・農道の整備
・各種生産部会への補助

学校の管理運営や施設整備及び生
涯学習の推進などに

・小中学校施設の補修事業
・遠距離通学児童、 生徒への補助
・給食センターの運営費および改
　修工事

・幼稚園の運営費
・自主文化事業の実施
・社会体育施設管理費

ごみ、 し尿の処理や健康増進事業
などに

・乳幼児医療への助成
・母子保健事業
・ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 対 策 や 各 種
　予防接種事業

・健康増進事業
・水俣病対策事業費
・火葬場管理費
・ごみ、 し尿の収集運搬
・合併処理浄化槽の設置補助

商工、 観光の振興などに
・温泉センターの施設補修事業
・長崎鼻灯台公園トイレ給水工事

9 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

ＴａｘＮｅｗｓ
［税だより］

申
告
期
間
は

　
　
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
木
）
で
す

　給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、そ

の年の最後の給料や賞与の支払い時に行われる「年末調整」によっ

て精算されるため、大部分の給与所得者のかたはあらためて確定申

告をする必要はありません。しかし、下記に該当するかたは確定申

告をしなければなりません。

①給与の年収が 2 千万円を超えるかた

②給与所得や退職所得以外の各種所得金額（例：生命保険契約など

に基づく一時金を受け取った場合や、不動産の貸付による収入があ

る場合など）の合計が 20 万円を超えるかた

③２カ所以上から給与を受けているかた

④給与所得者以外で昨年中の所得の合計額が基礎控除、配偶者控

除、扶養控除などの所得控除の額を超えるかた

⑤風水害などの災害に遭われたかた

⑥多額の医療費を支払われたかた

⑦マイホームを新築（購入）・増改築し、年末において金融機関に

借入金残高のあるかた

※⑤～⑦に該当する場合は、源泉徴収されている所得税が還付さ

れることがあります。

　申告・納付期限の３月 15 日間近になると、税務署の窓口は大変

混雑します。申告書は自分で書いて、できるだけ早めに提出してく

ださい。また、確定申告の作成に関する相談会場に来場する際は、

整理・集計を行った収入の分かる資料および経費の領収書のほか、

筆記用具、電卓、印鑑を持参ください。

▼確定申告をしなければならないかた

▼公的年金の収入額が 400 万以下のかた
　平成 23 年分の確定申告から、公的年金にかかわる雑所得を有す

るかたで、その年中の公的年金などの収入金額が 400 万円以下で

あり、かつ、その年分の公的年金などにかかわる雑所得以外の所得

金額が 20 万円以下である場合は、その年分の所得税について確定

申告書を提出する必要はありません。

　しかし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるためには申

告書を提出する必要があります。また、公的年金など以外の所得金

額が 20 万円以下で所得税の確定申告の提出をしない場合であって

も町県民税の申告は必要です。

◎問い合わせ先
　役場税務課町民税係
　☎（86）1111［内線 1123,1127］
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歯は一生の
お付き合い

　

長
島
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
生
き
生

き
と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
平
成
23

年
３
月
末
に
「
長
島
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
口
の
中
や
歯
の
健
康
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
度
か
ら
高
齢
者
お
よ
び
６
歳
児
を
対
象
に
、
毎

年
歯
の
表
彰
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
就
学
時
健
診
で
む
し
歯
の
な
か
っ

た
６
歳
の
子
ど
も
に
「
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表

彰
」、
70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
自
分
の
歯
を
24
本
以

上
持
っ
て
い
る
か
た
に
「
７な
な
ま
る
に
い
よ
ん

０
２
４
表
彰
」、
80
歳

以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持
っ
て
い
る
か
た
に

「
８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
表
彰
」
の
３
部
門
で
、
１
１
６
人
の
か

た
が
12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島
フ
ェ
ス
タ
の
会

場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
か
た
が
た
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

平成 23 年度歯の表彰

６歳児むし歯ゼロ表彰者

［25 人］
7024 表彰者［61 人］ 8020 表彰者［30 人］

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区
赤嵜　　梢 赤　崎 赤嵜　正人 赤　崎 関　　義信 蔵之元 飯尾　惠美 城川内
赤嵜　春斗 赤　崎 阿夛　悦子 川床中 瀬戸口藤代志 中　南 石元トシ子 白　瀬
石元亜祐実 浦　底 飯尾　正子 城川内 千年原塚佐 山門野下 岩下シヅ子 宮ノ浦
岩下　　姫 川床上 池上ミヨ子 葛　輪 竹之内　庵 指　江 岩下得三郎 宮ノ浦
内村　　元 指　江 池田　佳子 指　江 立野ハツ子 山門野中 岩塚ユキ子 福ノ浦
江口　弘晃 小　浜 岩切タミ子 母良木 谷口　只志 潟 内田ハギヨ 藤之元
大堂　桔平 蔵之元 宇都　時義 三　船 常本　昭子 伊　唐 小田タミ子 浦　底
金山　　煌 山門野上 浦底　壽治 浦　底 鶴長　八郎 山門野中 小田　安弘 片　側
川畑　咲綾 三　船 浦底　　林 浦　底 長岡　　強 葛　輪 木上　幸人 上　揚
桐野　郁美 野　中 大堂　英之 浜　漉 長山　正巳 浜　漉 久保　　敏 川床中
栗須　暁人 梅ノ木山 大堂　良三 蔵之元 二階堂軍一 蔵之元 小浦フミエ 蔵之元
児玉　莉理 本　町 岡田　利行 山　寺 波戸　養子 宮ノ浦 兒玉　清隆 城川内
小濵ふわり 本　浦 海　　悠子 御所ノ浦 濵﨑シトミ 火ノ浦 兒玉　實俊 川床中
西　　紗佳 田　尻 金磯　照佳 本　町 濵田　重則 馬　込 坂元　幸子 杉ノ段
橋口　昂生 母良木 神原　安男 犬鹿倉 早﨑はるみ 葛　輪 﨑口ヤヨイ 菅牟田
馬場　藍未 伊　唐 川上　健治 唐　隈 平嵜　信幸 山　中 瑞泉ツミ子 田　尻
原田　文花 蔵之元 久保　　豊 西 平田　幸作 浦　底 立野　ミネ 山門野上
福島　美海 伊　唐 越牟田照子 指　江 前田　正勝 伊　唐 立山シズ子 浦　底
福原ももこ 蔵之元 児玉　昭則 浦　底 前濱　嘉美 田　尻 谷村　重夫 片　側
外園飛路人 伊　唐 兒玉九州男 城川内 町田　勇力 指　江 小嵜トキノ 赤　崎
堀切　千聖 本　浦 兒玉　智弘 馬　込 蒔元　秀士 上　揚 筑前　初市 蔵之元
邑山　僚太 宮ノ浦 小畑　和郎 蔵之元 宮瀬　洋子 茅　屋 出永　　学 山　寺
山口　陽土 山　中 小畑テル子 蔵之元 宮脇キヨ子 福ノ浦 鳥越フサエ 萩之牟礼
脇田　翔太 蔵之元 小畑　冨義 片　側 宗方　一文 萩之牟礼 中村　國利 中　南
脇田龍之介 蔵之元 堺　　　健 山　中 安田　義治 蔵之元 畠中　一秀 山　中

坂本アイ子 菅牟田 安行　鈴子 山門野上 福山　幸子 矢　堂
下茂ツチエ 馬　込 柳　　重盛 中　南 増田マサ子 山門野下
小﨑　　忍 上　揚 山崎フジミ 浜　漉 松岡サダミ 中　南
白石　一義 塩　追 山本　太市 指　江 水口　松夫 薄　井
関　　通章 蔵之元 吉野　利雄 菅牟田 山下イヅカ 浦　底
関　　紀子 蔵之元

※掲載順は，五十音順					   

							     

平成 23 年度歯の表彰者一覧

タ
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12
月

１
日　
　
　

  

水
産
業
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
東
京
都
）

　
　
　
　
　

  

日
本
の
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
を
良
く
す

                       

る
全
国
集
会
（
東
京
都
）

２
日　
　
　

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

４
日　
　
　

  

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
総
合
町
民
体
育
館
）

５
日　
　
　

  

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

６
日　
　
　

  

課
長
会
（
長
島
町
役
場
）

７
日　
　
　

  

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
阿
久
根
市
）

８
日　
　
　

  

百
歳
の
お
祝
い
式
（
桃
源
郷
）

９
日
～
21
日  

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会

                                                                （
長
島
町
役
場
）

10
日　
　
　

  

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想
お
よ
び

                       

九
州
西
岸
軸
構
想
推
進
講
演
会

                                                                        （
出
水
市
）

15
日　
　
　

  

会
計
実
地
検
査
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　

  

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
検
討
会

　
　
　
　
　

     　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
阿
久
根
市
）

16
日　
　
　

  

建
設
新
聞
取
材  （
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　

  

南
日
本
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
・
県
下
一
周

　
　
　
　
　

  

駅
伝
・
女
子
駅
伝
大
会
結
団
式 （
長
島
町
）                                                        

19
日　
　
　

  

県
信
用
保
証
協
会
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

県
地
域
振
興
公
社
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
懇
話
会

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

鷹
巣
中
学
校
野
球
部
に
よ
る
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
長
島
町
役
場
）

26
日　
　
　

  

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

                                                                    （
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　

  

風
車
公
園
看
板
贈
呈
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

  

職
員
ア
イ
デ
ィ
ア
審
査
会

                                                                （
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　

  

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
出
水
市
野
田
支
所
）

　
　
　
　

      

国
保
連
合
会
正
副
理
事
長
会
議

                                                                    （
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
レ
ク
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

◎植え付け
◆日当たり、水はけのよい場所で育てます。
◆水はけの良い、よく肥えた培養土に植えつけま
す。苗の根がしっかり張っている場合は、植えつ
け時に粒状肥料をまんべんなく混ぜて元肥にしま
す。	
◎日常の管理	 	
◆花に雨が当たると腐ってしまいます。
◆花後の花がらはこまめに摘み取ります。
◆開花期間は 1000 倍に薄めた液体肥料を週に１
回程度与えます。
◆６月頃に切り戻しを行うと、秋に再び花を楽し
むことが出来ます。
◆切り戻しによって枯れた花茎を切り落としま
す。
◎水遣り	 	
◆土の表面が白っぽく乾いてからたっぷりと水を
与えます。
◆真夏は生育が弱るので、あまり水を必要としま
せん。やや乾燥気味に育てます。

　今月号は「キンギョソウ」に関する「花の栽培
管理方法」などについてお知らせします。
　キンギョソウの花は、とてもユーモラスな形を
しています。花の形が金魚に似ていることからこ
の名前がつきました。

日照条件 日向 土壌湿度 適湿 耐寒性 耐寒性あり

◆地植えの場合はよほど乾燥した日が続かない限
り、水遣りは必要ありません。	 	
※ キ ン ギ ョ ソ ウ に 限 ら ず、 絶 え ず 湿 っ て い る 状
態はいけません。	
◎施肥	 	
◆濃い肥料を与えると肥料焼けしてしまう恐れが
あります。
◆濃い肥料には弱いので、1000 倍に薄めた液体
肥料を使用します。
◎殖やしかた
◆タネをまくか、挿し木でも殖やせます。タネを
まく場合は光を好む性質の種（好光性種子）のた
め、土は一切かぶせないようにしましょう。
◆種まきの時期は春と秋の２回ありますが、秋ま
きのほうが株が大きくなり花もたくさん咲きま
す。春まきは寒冷地などの冬に特に寒くなる場所
でのまきかたです。
◎病害虫対策	 	
◆アブラムシの防除と駆除が必要です。	

　　　　　　　　◎問い合わせ先
　　　　　　　　　長島町教育委員会社会教育課
　　　　　　　　　☎（86）1111［内線 2231］　

キンギョソウの花

花の栽培管理（キンギョソウ編）
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怪
盗
紳
士モ

ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン  

著

風
呂
敷
の
め
で
た
き
家
紋
寒
椿　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

穂
芒す

す
きや
風
の
便
り
の
広
ま
り
ぬ　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

鵙も
ず

猛
る
ま
だ
現
役
の
古
釣つ

る
べ瓶　

　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

枯
菊
に
水
を
切
ら
さ
ず
惜
し
み
け
り　
　
　

竹
内　
　

功

鰤
出
し
の
活
気
漲
る
島
の
朝　
　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

セ
シ
ウ
ム
の
見
え
ぬ
数
値
に
稲
穂
垂
る　
　

大
堂　

早
苗

転
作
や
畦
の
向
う
は
穂
の
た
わ
わ　
　
　
　

筑
前　

初
市

雨
と
な
る
風
や
も
し
れ
ぬ
櫨は

ぜ

も
み
ぢ　
　
　

迫
口　

君
代

晩
秋
の
夕
暮
れ
早
き
ネ
オ
ン
街　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

熟
す
る
を
待
ち
て
取
り
た
り
郁む

べ子
ひ
と
つ　

中
橋　

藤
七

　フランスの大泥棒、アルセー
ヌ・ルパンが初登場する作品。
５つの短編からなり、読みやす
くなっています。

世
界
の
女
性
名
言
事
典

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所  

編

　心の支えになる言葉を見つけ
てみませんか？

人
の
和
の
な
せ
る
造
形
誇
ら
し
く
桜
紅も

み
じ葉
の
広
場
に
並
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

庭
石
に
傾
き
て
伸
ぶ
梅
古
木
師
走
の
寒
に
蕾
は
か
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

叔
父
訪
ね
峠
路
行
け
ば
風
寒
し
天
草
山
は
藍
に
暮
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

病
癒
へ
帰
る
車
窓
の
道
の
辺
に
石つ
わ
ぶ
き蕗
ゆ
れ
て
吾
を
迎
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

見
え
て
来
し
寺
の
公い
ち
ょ
う

孫
樹
の
あ
た
た
か
さ
師
走
の
空
を
狭

め
て
黄
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

取
り
た
て
の
高
菜
を
洗
ふ
海
岸
に
波
は
ゆ
た
ゆ
た
渚
洗
へ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

山
茶
花
の
咲
く
頃
と
な
り
赤
土
に
蕎
麦
は
咲
き
つ
つ
秋
の

日
に
照
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

薔
薇
の
花
咲
き
し
庭
へ
の
訪
問
者
風
に
添
ひ
来
し
一
羽
の

揚
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

親
子
鶴
川
の
字
に
な
り
餌
を
食
む
幸
せ
満
る
荒
崎
に
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

朗
ら
か
な
声
出
し
歌
ふ
友
と
ゐ
る
鶴
見
に
走
る
荒
崎
へ
の

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
帰
り
に
団ど
ん
ぐ
り栗
拾
ひ
来
て
亡つ

ま夫
に
語
り

つ
つ
佛
前
に
供
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

夕
暮
れ
て
家
人
恋
ふ
猫
の
鳴
声
に
吾
も
ひ
た
す
ら
娘
の
帰

宅
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

金
持
ち
と
言
わ
る
る
家
の
葬
儀
よ
り
帰
れ
ば
公
平
の
日
は

家
に
差
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

緋
の
鯉
は
緋
の
鯉
と
群
れ
黒
き
鯉
は
黒
き
と
群
れ
て
池
靜

か
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

度
の
合
わ
ぬ
昔
の
眼
鏡
は
捨
て
な
い
で
メ
ガ
ネ
を
捜
す
メ

ガ
ネ
に
使
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

寝
こ
ろ
び
て
ひ
と
の
悪
口
い
い
お
れ
ば
か
た
へ
に
猫
が
身

を
の
ば
し
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

親
は
ま
だ
三
人
家
族
と
思
え
ど
も
子
の
住
民
票
は
遠
き
鹿

児
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

誰
に
で
も
の
ほ
ほ
ん
と
生
き
て
ゆ
く
こ
と
の
権
利
は
あ
り

て
爪
深
く
切
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

家
族
葬
に
し
て
ね
と
言
え
ば
糖
尿
病
な
お
し
ん
さ
い
と
息

子
が
言
え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

［
短
歌
］

雪
降
り
て
火
燵
の
中
で
一
日
ち
を
過
す
事
程
退
屈
な
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

お
正
月
寒
く
な
る
成
り
身
に
し
み
る
年
取
な
れ
ば
強
く
身

に
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

長
島
の
大
空
高
く
鶴
の
舞
う
な
ご
み
て
ゆ
か
ん
わ
が
故
郷

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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県
営
住
宅

空
き
家
待
ち
順
位
登
録

　

県
で
は
、
出
水
市
、
阿
久
根
市

に
あ
る
県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

２
月
27
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

※
土
・
日
・
祝
・
祭
日
を
除
く

○
抽
選
日
時

　

３
月
７
日
（
水
）
午
後
２
時

○
抽
選
場
所

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

出
水
庁
舎
４
階
会
議
室

◎
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

　
（
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
１
階
）

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

水
俣
病
被
害
者
の
給
付
申
請

　

水
俣
病
被
害
者
の
給
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

水
俣
湾
な
ど
で
メ
チ
ル
水
銀
で

汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
、手
足
の
先
の
方
の
感
覚（
触

覚
・
痛
感
）
が
鈍
い
な
ど
一
定
の

症
状
が
あ
る
か
た
で
申
請
を
さ

れ
、
検
診
・
判
定
の
結
果
、
該
当

す
る
か
た

○
給
付
内
容

　

一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費

（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

○
説
明
会

　
［
県
内
］

　

・
日
時
＝
2
月
６
日
（
月
）

　

・
会
場

　
　

①
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
午
前
10
時
～
正
午
）

　
　

②
長
島
町
役
場
指
江
庁
舎

　
　
（
午
後
2
時
～
午
後
4
時
）

　
［
県
外
］

　

・
日
時
＝
2
月
４
日
（
土
）

　
　

①
会
場
（
福
岡
）

　
　
　

八
百
治
博
多
ホ
テ
ル

　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
）

　
　

②
会
場
（
東
京
）

　
　
　

都
道
府
県
会
館

　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
）

　

・
日
時
＝
2
月
５
日
（
日
）

　
　

①
会
場
（
大
阪
）

　
　
　

大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル　
　

　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
）

　
　

②
会
場
（
名
古
屋
）

　
　
　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分
）

○
申
請
書
類

　

県
庁
、
県
地
域
振
興
局
・
支
庁
、

長
島
町
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
環
境
林
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
８
４

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
36
回
ち
び
っ
こ
探
検

学
校
ヨ
ロ
ン
島
（
ヨ
ロ
ン
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
）」
の
参

加
者
を
全
国
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
に
近
い
南
の
島
、
与
論

島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自

然
の
中
で
、
共
同
生
活
や
野
外
活

動
を
通
し
て
、
友
達
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
知
り
、
お
互
い
に
協
力
し

助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
在

日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
・
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
で
言
葉
や
習
慣

を
越
え
て
友
情
を
深
め
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
る
機
会
で
す
。　

○
日
時
＝
３
月
27
日
（
火
）
～

　
　
　
　

4
月
２
日
（
月
）

○
場
所

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

○
説
明
会
＝
2
月
18
日
（
土
）

　

福
岡
会
場（
深
見
ビ
ル
会
議
室
）

　

※
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
事
業
内
容
を
案
内
し
て
あ
り

　

ま
す
。

○
定
員

　

日
本
人
小
学
生
２
０
０
人
、

　

在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人

　
（
小
学
2
年
～
６
年
生
）

○
申
込
期
限

　

3
月
７
日（
水
）［
※
申
込
先
着
順
］

○
出
発
地
＝
鹿
児
島
空
港

○
参
加
費
＝
12
万
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
会

　

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

　
（http://w

w
w
.kskk.or.jp

）

相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

2
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お
り

無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
続

登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、
遺
産
分

割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。　

○
日
時

　

2
月
1
日
（
水
）
～
29
日
（
水
）
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経済センサス
キャラクター

○
場
所

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
各
会
員

事
務
所

○
相
談
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

確
定
申
告
無
料
相
談

　

南
九
州
税
理
士
会
で
は
、
確
定

申
告
に
関
す
る
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す
。　

○
日
時

　

2
月
1
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

○
場
所

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
各

会
員
事
務
所

○
相
談
料

　

無
料
（
30
分
程
度
）

　

※
具
体
的
に
申
告
書
の
作
成
を

　

依
頼
さ
れ
る
際
は
有
料

○
相
談
内
容

　

個
人
の
所
得
税
・
消
費
税

　

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、

　

希
望
さ
れ
る
税
理
士
事
務
所
に

　

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

寺
原
税
理
士
事
務
所

　
（
南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
代
表
）

　

☎
（
75
）
０
６
６
２

平
成
23
年
度

県
・
市
町
村
合
同
公
売
会

　

県
税
や
市
町
村
税
の
滞
納
に
よ

り
差
押
え
を
行
っ
た
財
産
に
つ
い

て
、
県
と
市
町
村
が
合
同
で
公
売

会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
２
日
（
木
）　

　
　
［
開
場
］
午
前
９
時
30
分

　
　
［
入
札
開
始
］
午
前
10
時
30
分

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
公
売
予
定
物
件

　

電
化
製
品
、
焼
酎
、
日
用
品
な
ど

○
公
売
の
方
法　

　

入
札
ま
た
は
せ
り
売
り
に
よ
る

○
参
加
に
必
要
な
も
の

　

・
購
入
代
金

　

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

　

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
　
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

　
　

証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
に

　
　

参
加
す
る
場
合
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局

　

納
税
課
特
別
滞
納
整
理
班　
　

　

☎
０
９
９(

８
０
５)

７
２
５
９

平成 24 年経済センサス活動調査

すべての
企業・事業所が対象です

　

平
成
24
年
2
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
経

済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
24
年
２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象

に
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
把
握
す
る
我

が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は

じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が

直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

●
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道

府
県
お
よ
び
町
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社

に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
、
平
成
24
年
１
月
末
日
ま
で
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日
以
降
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
［
内
線
１
２
５
７
］
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満員！長島を全国へ

「ふるさと自慢うた自慢」
ＨＮＫ公開録音

　12 月２日、ＮＨＫ鹿児島放送局で
は、長島町合併５周年を記念して「ふ
るさと自慢うた自慢」の公開録音を長
島町文化ホールで行いました。
　この日は、八代亜紀さんとジェロさ
んの２人のゲストが長島を訪れたこと
もあって、会場に入場できたのは事前
に抽選で当たった約 1500 人中のうち
約 850 人でした。
　第１部の公開録音は、長島の住民６
人が八代亜紀さん率いる女性チームと
ジェロさん率いる男性チームで、ふる
さとを自慢しようと長島の特産品や郷
土芸能、自慢のカラオケなどで対戦し、
会場内は笑いに包まれていました。
　第２部は、司会者がそれぞれ２人の
ゲストとのトークで身近な話などを紹
介。その後八代亜紀さんとジェロさん
はヒット曲など披露し、プロの歌唱力
で会場を沸かせました。なおこの録音
は、１月 28 日と２月４日の午後９時
５分から午後９時 55 分に、ＮＨＫラ
ジオ第１で放送され予定です。

超

尾校区を活力ある地域に平 平尾大字委員会研修会

　12 月６日、平尾大字委員会（田淵健会長）では、
これからの平尾校区の活性化の施策を勉強する研修
会を開催しました。
　この日は、会員 28 人が会場の平尾老人憩いの家
に集まり、農政や平尾中心部を通る県道長島宮之浦
港線の道路拡張の道路問題などで北薩地域振興局か
ら講師を依頼。平尾校区の課題や今後期待できる農
業作物、県・町道整備の進捗状況など学び、町から
も意見交換会として川添健町長らが出席しました。
田淵会長は「これまでは町外に出向き研修を重ねた。
もう一度平尾を見つめ直し、先生がたの話を参考に
地域の発展と委員の資質向上を図りたい」と抱負を
語りました。地元での研修会としては初めての試み
となりました。

←平尾校区の今
後の施策を勉強
する大字委員会
の会員ら

↑長島ブランドの
「赤土じゃがいも」
の料理方法を聞く八
代亜紀さんとジェロ
さん

←ステージ最後にゲ
スト２人と大勢の観
客に手を振る出演者
ら

↑北薩地域振興
局農政課の大島
勝矢参事による
講義
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町の２人が全国大会へ本 第１回全国英語弁論大会

↑大会終了後会場で記念撮影した竹山理子さん
（左）と出水凜さん（右）

　11 月 20 日、第 1 回全国英語弁論大会が東京帝国ホテルで開
催され、鷹巣小学校２年生の出水凜さんと同４年生の竹山理子
さんが九州代表として出場しました。
　この大会は、文部科学省などの後援で、NPO 法人ハンプト
ンイングリッシュが主催。２人は全国 1000 人の応募の中から
43 人の枠に入り「夢」というテーマで自分のそれぞれの夢を
英語でスピーチしました。残念ながら入賞することはできませ
んでしたが、大勢の前で堂々とスピーチを披露することができ
ました。２人が通う英語教室の竹山加奈美先生は「夏休みから
何度も練習し、時には涙を見せることもあったがいい経験。今
後も自信をもって」と２人にエールを送りました。

理って楽しいね
最新ガスレンジで料理教室料

　10 月 17 日、本町に鹿児島県ＬＰガス協会から
無償提供があった最新ガスレンジが川床小学校

（片岡光治良校長）に設置されました。
　これは、昨年 7 月同校で同協会が主催する「親
子調理教室」を開催したことがきっかけでいただ
くことになりました。そこで同校では 12 月９日、
６年生による料理教室を開催。児童らはご飯も自
動で炊ける最新式のガスレンジで、みそ汁やポテ
トサラダ、ハンバーグなど作りながら「料理は楽
しい。早く食べたい」と調理していました。
　今回この制度を紹介し、ＬＰガス業など営む牧
一行さん（川床中集落）は「制度が利用できて良
かった。来年度も他の学校に紹介したい」と話し
ました。

最新のガスレンジで料理する児童↓

んなに囲まれ幸せですみ 桃源郷で 100 歳のお祝い式

　12 月８日、特別養護老人ホーム桃源郷で 100
歳のお祝い式が行われました。
　この日の対象者は濵元マツノさん。一緒に過ご
す入所者や施設職員などのほか、川添健町長や家
族も会場に訪れ濵元さんを祝いました。
　式では、川添町長から賞状と記念品が本人に手
渡され「長生きしてください」と激励しました。
長女の濵元一子さんにマツノさんの長生きの秘訣
を聞いたところ「昔から好き嫌いがないですね」
と話しました。

川添健町長から賞状と記念品が贈呈↑
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と健康について学ぼう
伊唐小学校食育出前授業食

　伊唐小学校（山川哲郎校長）で 12 月１日、
子どもと保護者を対象とした食育出前授業があ
りました。
　この日は、長島町食生活改善推進員と役場保
健衛生課職員を講師に迎え「食と健康」につい
て、学校と家庭が連携しながら健康増進を図ろ
うと計画されました。学童期の食事について講
師から「嫌いなものを克服するのではなく、好
きなものを増やすよう心がけて」とアドバイス
を受けました。
　この後保護者は栄養バランスや料理の仕方な
どについて講義を受け、児童らは自分にあった
食事の量が分かる “手ばかり” で毎食必要なご
飯の量を手に乗せ実感していました。３年生の
赤池陽樹くんは「牛乳やチーズが苦手なので４
年生になるまで好きになりたい」と抱負を語り
ました。最後は、子供たちが苦手な大豆やごぼ
う、ヒジキなどが入った試食もあり、食生活を
見直す良い機会となりました。

生猿にご用心野 長島町内で野生の猿が出没

　12 月に入ってから、長島町内で野生
猿の目撃情報が多数寄せられています。
　川床下集落の久保五

い そ ろ く

十六さん宅の裏山
に 12 月 11 日、野生の猿が現れました。
　この日、久保さんが自宅裏に居たとこ
ろ裏山の方で物音がし、振り返ったとこ
ろ、猿が大きな石の上で熟したかぼちゃ
を割り始めました。見ても逃げずにその
まま居たため、すぐカメラを手にし見事
に写すことに成功したとのこと。その後
は、割ったかぼちゃを脇に抱え込み、隣
の石でおいしそうに食べ始め、食事が終
わると山に帰っていきました。久保さん
は「このごろ猿を良く見かける。子ども
や高齢者に何もしなければいいですけ
ど」と不安げに話しました。
　このほか、鷹巣近辺や指江近辺、道路
沿いでは町道指江川床線などでも目撃情
報が寄せられています。

←久保五
い そ ろ く

十六さ
んが撮影した、
かぼちゃを食べ
る野生の猿

かぼちゃを石の
上で割り、脇に
抱え移動する野
生の猿↓

↑１回の食事で
必要な " 手ばか
り "のご飯

←保護者に「食
育の日」を説明
する長島町食生
活改善推進員
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てた新米を食べてみて育 川床小が福祉施設を訪問

↑長生園で児童か
ら入所者へ手渡さ
れた新米

←児童らの肩もみ
のプレゼントで喜
ぶ入所者ら

　川床小学校（片岡光治良校長）では、しいな
し公園（ホタルの里）近くの学校園で育てたお
米を、町内の養護老人ホーム長生園と特別養護
老人ホーム桃源郷にプレゼントしました。
　この取り組みは、例年両施設にお米を届ける
とともに、入所者との交流を深めようと計画さ
れました。この日は、植え付けから中心となっ
た５年生の 13 人が養護老人ホーム長生園を訪
れ、児童代表が入所者へ約 20 ㎏のお米を手渡
しました。
　この後、子どもたちから入所者へ肩もみや歌
のプレゼントがあり、楽しいひと時を過してい
ました。児童の石川瑞基くんは「白ご飯は最高。
もちもちしていておいしいです」と話しました。
入所者で、同校と同じ川床出身の宮内君子さん
は「孫に会ったようでうれしかった」と笑顔で
語りました。

↓入所者へ「鰤
ぶりおう

王」を贈る竹上部長

の寒ブリを味わって旬 東町漁協青年部が慰問

　東町漁協青壮年部は 12 月 21 日、町内の福祉
施設へ養殖ブリをプレゼントしました。
　同部はこの取り組みを毎年続けていて、この日
は竹上裕記部長が特別養護老人ホーム桃源郷やあ
かね園、グループホームスマイル園、養護老人ホー
ム長生園の４施設へ、組合員が丹精込めて育て上
げた、今が旬の寒ブリ「鰤

ぶりおう

王」を届けました。
　グループホームスマイル園では、竹上部長が入
所者代表の宮山二男さんへブリを手渡すと「あり
がとうございます。照り焼きで食べたいです」と
お礼を言いました。竹上部長は「今年は赤潮被害
もなく順調に育ちました。生産者自慢のブリを食
べて長生きしてほしいです」と話しました。

訓の成果で心地よい汗特 第９回町民ゴルフ大会

　町体協ゴルフ部は、11 月 26 日、第９回町民
ゴルフ大会を出水ゴルフ場で開催しました。
　この日は、町民 44 人が参加してそれぞれの
技を争うとともに、相互の親睦を深めていまし
た。
　結果は次のとおりです。
○ダブルペリアの部
　［１位］山口昭則［２位］飯尾薩男
　［３位］林　誠治［４位］下茂隆一
　［５位］長崎直寿［６位］宮内芳純
○グロス部
　［１位］宮内芳純（74）［２位］林　誠治（75）
　［３位］飯尾薩男（82）［４位］鶴長親雄（83）
　［５位］石橋建治（83）［６位］諏訪義則（84）

親睦を深めた大会の様子↑
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（　）内は前月比

11,503(  -28)
  5,541(  -18)
  5,962( -10)
  4,408 (   -8)

平成 23年 12 月 27 日現在

今
年
の
春
も
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

　

本
町
で
は
、
今
年
の
春
「
第
2
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
元
気

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
「
第
1
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
次

回
も
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
多
く

の
ご
意
見
が
あ
り
、
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
で
第
2
回
目

を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
会
場
、
サ
ブ
会
場
と
と
も

に
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
」
の
す
べ
て
の
花
壇
も
会
場
に
含

ま
れ
る
た
め
、
現
在
沿
道
に
は
「
ふ

く
ろ
な
で
し
こ
」
や
「
ク
リ
サ
ン
セ

マ
ム
」
の
苗
の
植
え
込
み
が
終
了

し
、
メ
イ
ン
会
場
と
サ
ブ
会
場
内
で

も
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

花
壇
を
管
理
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
花
苗
の
配
付
も
行
っ
て
い

ま
す
。
花
苗
が
必
要
な
花
壇
管
理
団

体
の
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
今
後
、
新
し
く
整
備
す
る
花
壇
も

あ
り
ま
す
の
で
、
管
理
し
て
く
だ
さ

る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
　

↑植栽作業が進むメイン会場（文化ホール周辺）

○
日
時

　

3
月
31
日
（
土
）
～

　

5
月
6
日
（
日
）
の
37
日
間

○
会
場

　
［
メ
イ
ン
会
場
］

　

・
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺

　
［
サ
ブ
会
場
］

　

・
太
陽
の
里

　
［
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
］

　

・
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷

　

・
赤
崎
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク

　
　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
［
内
線
１
２
６
８
］

住宅用火災警報器の設置状況調査にご協力を

※
今
月
号
の
「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
」、「
う
ぶ
声
」、

「
お
く
や
み
」
の
欄
に
つ
い
て
は
、
12
月

27
日
現
在
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○調査方法
　 平 成 24 年 ３ 月 末 ま で に 調 査 員 が 戸 別 訪 問 し、
設置状況を聞き取ります。
○調査員
　腕章をつけ、身分証明書を提示します。

※ この調査は、 長島町が臨時雇用した調査員に
よる聞き取り調査です。聞き取り調査は玄関先で
行い、住宅用火災警報器の販売行為は一切行いま
せん。
　ご不明な点や詳細につきましては、役場総務課
消防防災係（☎ 86-1111、内線 1214）までお問い
合わせください。

調査員が身に付けているネーム↑

　平成 23 年６月１日から消防法の改正により、すべての住宅に住宅用火災警報器を設置
することが義務づけられました。
　本町では、10 月から人命と財産を守るため、一戸建て住宅や共同住宅などの設置促進
を図るため、設置状況調査を実施しています。

↑ 設 置 が 義 務 付 け
　 ら れ た 住 宅 用 火
　災報知器
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま
送

付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

▽
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
元
旦
に
自
分
が
決
め
た

抱
負
は
「
何
事
も
ま
ず
足
元
か
ら

見
て
い
こ
う
」
で
し
た
。
今
年
の

抱
負
は
「
笑
顔
を
大
事
に
」
で
す
。

仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
中
、
こ
の

ご
ろ
眉み

け
ん間
に
シ
ワ
が
寄
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
気
付
き
ま

し
た
。「
い
つ
も
笑
顔
で
居
る
こ

と
が
周
り
を
和
ま
せ
、
そ
し
て
自

分
ら
し
く
て
い
い
よ
な
」
と
思
い

直
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　　　平成 24年２月５日（日）

長島町文化ホール　午後５時 30分開演
［入場料］

　指定Ｓ席 4,000 円、自由席（一般）2,800 円、
　自由席（中学生以下）1,800 円
［前売券販売所］

　長島町文化ホール（指江）、Ｒショップかわみなみ（川床）
　竹本商店（川床）、インパルス諏訪（鷹巣）
　ブックセンター書林（阿久根）、富浜書店（脇本）
　諏訪書店（出水）、ファミリーマート [ イープラス ]
［問い合わせ先］

　長島町文化ホール☎（88）6500
　長島町教育委員会社会教育課☎（86）1111



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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  １/３０   １/３１ １ ２

２０１２2
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○長島クリニック88-6405
○つかさとクリニック 67-5560
○しみずこども医院 68-0633
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○徳森歯科医院 67-3608
□いまがま調剤薬局 65-7550
□クレイン調剤薬局 63-4300
□すくすく薬局 72-5010
□しおかぜ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎母子相談
（保健福祉センター）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

　　　　建国記念の日

○平尾診療所 88-2595
○高尾野診療所 82-0017
○いまむらクリニック 73-1700
○楠元内科医院 62-8600
○スマイル歯科医院 75-3300
□高尾野会営薬局 64-2110
□ポポロ薬局 63-4630
□市民調剤薬局 68-0150

○飯尾医院 88-5040
○市川医院 63-3151
○門松医院 64-6100
○来仙医院 84-2005
○白男川歯科医院 63-0009
□第二緑調剤薬局 63-1177
□スマイル薬局 84-2430
□中央薬局 73-2907
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎１歳６ヶ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○吉井中央病院 62-3111
○北国医院 72-0016
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○よしだ歯科クリニック63-1555
□マリン薬局 63-6678
□上野薬局 72-1016
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○クリニック .なかむら 62-0241
○山田クリニック 72-0420
○恒吉医院 82-0048
○石沢歯科医院 84-4411
□ふれあい薬局 63-3070
□のぞみ薬局 73-2131
□しおかぜ薬局　88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■びん・有害（獅子島 )

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。
　この日は記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとされている日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


